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還
暦
を
祝
し
て
謹
ん
で
本
書
を

高

林

秀

雄

三

先

生

近

藤

昭

三

奉

呈

す

る
｡

執

筆

者

一

同

昭

和

六

十

三

年

三

月





九
州
大
学
教
授

畑

穣

先
生

教
授
は
'
昭
和
二
年
四
月

1
五
日
兵
庫
県
に
生
ま
れ
､
昭
和
二
六
年
三
月
､
早
稲
田
大
学
法
学
部

(旧
制
)
を
卒
業
さ
れ
た
後
､
三

1

年
三
月
'
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

(旧
制
)
を
修
了
し
'
昭
和
三
四
年
四
月
､
早
稲
田
大
学
法
学
部
専
任
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
､
法
社

会
学
の
講
義
を
担
当
し
'
三
七
年
四
月
'
助
教
授
に
昇
進
さ
れ
'
四
〇
年
四
月
､
教
授
に
就
任
さ
れ
た
｡
教
授
は
'
九
州
大
学
法
学
部
に

法
社
会
学
講
座
が
創
設
さ
れ
る
や
､
初
代
講
座
担
当
教
授
と
し
て
招
か
れ
'
五
五
年
四
月
に
着
任
さ
れ
'
爾
来
今
日
ま
で
､
学
部
と
大
学

院
に
お
い
て
法
社
会
学
の
講
義
を
担
当
し
､
教
育
'
研
究
に
当
た
ら
れ
て
い
る
｡

教
授
は
､
昭
和
四
四
年
三
月
か
ら

一
年
間
に
わ
た
り
､
法
社
会
学
の
研
究
の
た
め
に
英
国
に
留
学
さ
れ
､
ま
た
'
名
古
屋
大
学
'
山
口

大
学
'
九
州
大
学
に
着
任
さ
れ
た
後
の
早
稲
田
大
学
､
そ
の
他
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
｡
さ
ら
に
'
教
授
は
'
昭
和
五
二
年
以
来
今
日
ま
で
'

日
本
法
社
会
学
会
理
事
と
し
て
法
社
会
学
界
の
発
展
の
た
め
に
'
尽
力
さ
れ
て
い
る
が
､
他
方
'
大
学
行
政
面
で
も
'
学
生
部
参
与
'
入

試
実
施
委
員
会
副
委
員
長
､
計
算
機
委
員
会
委
員
そ
の
他
の
委
員
を
歴
任
さ
れ
'
本
学
の
た
め
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
｡

教
授
が
早
稲
田
大
学
か
ら
九
州
大
学
法
学
部
に
着
任
さ
れ
て
､
法
学
部
に
私
学
の
自
由
で
清
新
な
空
気
を
導
入
さ
れ
た
功
績
は
大
き

.ヽ0
Ⅶtm
教
授
は
日
本
の
法
社
会
学
の
創
始
者
の
ひ
と
り
の
戒
能
通
孝
教
授
の
ま
な
弟
子
で
'
わ
が
国
で
は
数
少
な
い
法
社
会
学
専
門
の
研
究
者

で
あ

っ
て
う
そ
の
学
風
は
実
態
調
査
を
基
礎
と
し
た
実
証
的
研
究
と
諸
種
の
法
社
会
学
の
理
論
'
方
法
を
検
討
す
る
理
論
的
研
究
の
二
つ

の
領
域
か
ら
成
り
'
わ
が
国
の
法
社
会
学
の
正
統
な
承
継
者
で
あ
る
｡
前
者
に
つ
い
て
は
'
北
は
青
森
県
か
ら
南
の
鹿
児
島
県
ま
で
の
広

範
囲
に
わ
た
る
地
域
を
実
態
調
査
し
､
基
地
'
入
会
､
地
域
開
発
の
法
社
会
学
の
今
日
的
問
題
に
取
組
み
'
生
々
発
展
す
る
社
会
の
中
の

生
け
る
法
の
規
範
構
造
を
実
証
的
に
研
究
す
る
｡
他
方
'
エ
ー
ル
-
ッ
ヒ
､
ウ
ェ
バ
ー
'
川
島
'
戒
能
の
諸
教
授
の
法
社
会
学
の
方
法
や

理
論
を
批
判
的
に
検
討
し
､
こ
れ
を
総
合
し
た
独
自
の
法
社
会
学
理
論
を
構
築
さ
れ
て
い
る
｡

教
授
は
重
厚
で
'
温
和
な
お
人
柄
で
あ
る
た
め
､
教
授
を
慕
い
､
早
稲
田
大
学
時
代
か
ら
お
弟
子
さ
ん
が
非
常
に
多
い
｡
今
後
と
も
､

教
授
の

一
層
の
御
自
愛
と
御
活
躍
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
｡





九
州
大
学
教
授

高

林

秀

雄

博
士

教
授
は
昭
和
二
年
七
月

一
一
日
金
沢
市
で
出
生
'
昭
和
二
六
年
京
都
大
学
法
学
部

(
旧
制
)
を
卒
業
後
'
直
ち
に
同
大
学
院

(旧
制
)
に

進
ま
れ
､
Ⅲ
畑
茂
二
郎
教
授
の
も
と
で
国
際
法
を
専
攻
さ
れ
た
｡
昭
和
三
〇
年
か
ら
近
畿
大
学
法
学
部
専
任
講
師
'
同
助
教
授
､
龍
谷
大

学
法
学
部
教
授
を
経
て
､
昭
和
五
五
年
四
月
に
九
州
大
学
法
学
部
国
際
公
法
担
当
教
授
に
就
任
､
今
日
ま
で
学
部

･
大
学
院
に
お
け
る
研

究
教
育
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
｡
こ
の
間
'
龍
谷
大
学
で
は
法
学
部
長
へ
図
書
館
長
'
九
州
大
学
で
は
評
議
員
と
し
て
大
学
行
政
に
も
寄
与

さ
れ
た
｡
ま
た
'
大
阪
外
語
'
関
西
'
立
命
館
'
神
戸
商
船
'
名
古
屋
'
岡
山
､
鹿
児
島
'
梅
光
女
学
院
の
各
大
学
に
も
出
講
'
教
育
に
尽
力

さ
れ
た
｡
さ
ら
に
'
長
年
に
わ
た
っ
て
国
際
法
学
会
'
世
界
法
学
会
'
日
本
国
際
法
協
会
'
九
州
法
学
会
の
各
理
事
と
し
て
学
界
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
｡
昭
和
四

7
年
に
は

｢領
海
制
度
の
歴
史
的
研
究
｣
に
よ
り
京
都
大
学
よ
り
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
て
お
ら
れ
る
｡

教
授
の
学
問
的
関
心
は
国
際
法
の
諸
領
域
に
わ
た
っ
て
き
わ
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
が
､
な
か
で
も
海
洋
法
の
研
究
に
お
い
て
は
斯
学
の

権
威
と
し
て
の
評
価
が
定
着
し
て
い
る
｡
教
授
は
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
の
規
則
が
諸
国
の
利
害
対
立
の
中
か
ら
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て

き
た
権
力
的
な
構
造
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
き
､
現
代
の
み
で
な
-
過
去
数
百
年
に
お
よ
ぶ
諸
国
家
の
行
動
を
広
い

視
野
か
ら
赦
密
に
分
析
'
海
洋
法
の
体
系
を
構
築
さ
れ
た
｡
代
表
作

『領
海
制
度
の
研
究
』
は
そ
の
成
果
を
端
的
に
示
し
て
お
り
'
我
が

国
の
国
際
法
学
界
に
輝
か
し
い
足
跡
を
し
る
す
著
述
と
し
て
､
昭
和
四
三
年
の
発
行
以
来
現
在
ま
で
に
三
版
を
重
ね
る
に
至
っ
て
い
る
｡

教
授
の
説
は
領
海
三
カ
イ
-
主
義
が
主
流
を
占
め
て
い
た
当
時
の
日
本
で
は
必
ず
し
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
､
そ
の
正
当
性
は
今

日
､

二

一カ
イ
-
領
海
や
二
〇
〇
カ
イ
-
水
域
の

一
般
化
等
､
歴
史
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.

教
授
の
堅
実
な
ど
研
究
は
､
今
日
益
々
重
要
性
を
増
し
て
お
り
'
各
界
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
｡
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
で
は
日
本
政

府
代
表
代
理
と
し
て
世
界
の
海
洋
秩
序
樹
立
に
努
力
さ
れ
た
が
'
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
現
在
も
､
各
方
面
に
多
忙
な
毎
日
を
送

っ
て
お
ら

れ
る
｡
今
後
も
お
元
気
で
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
､
我
々
後
進
の
指
導
を
お
煩
い
す
る
次
第
で
あ
る
｡





九
州
大
学
教
授

近

藤

昭

三

先
生

教
授
は
'
昭
和
三
年
三
月

一
八
日
福
岡
市
に
生
ま
れ
'
昭
和
二
四
年
三
月
旧
制
佐
賀
高
校
文
科
乙
類
を
卒
業
さ
れ
た
後
､
同
年
四
月
旧

制
九
州
大
学
法
学
部
に
入
学
'
そ
し
て
昭
和
二
九
年
三
月
に
同
学
部
を
卒
業
さ
れ
る
や
同
年
五
月
よ
り
同
学
部
助
手
と
な
り
'
林
田
和
博

教
授
の
も
と
で
行
政
法
の
研
究
'
と
り
わ
け
行
政
救
済
法
及
び
わ
が
国
行
政
法
と
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
と
の
比
較
研
究
に
従
事
さ
れ
た
｡
そ

し
て
､
昭
和
三
三
年
三
月
に
九
州
大
学
法
学
部
講
師
に
就
任
の
後
､
同
年

一
〇
月
か
ら
パ
-
大
学
法
学
部
大
学
院
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費

留
学
生
と
し
て
入
学
さ
れ
'
昭
和
三
五
年
六
月
に
同
大
学
院
を
退
学
さ
れ
た
｡
教
授
の
流
暢
華
麗
な
フ
ラ
ン
ス
語
は
そ
の
時
に
習
得
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
｡
帰
国
後
の
昭
和
三
六
年
四
月
九
州
大
学
法
学
部
助
教
授
に
昇
進
､
昭
和
四
三
年
八
月
に
は
行
政
法
講
座
担
当
の
教
授
に

就
任
さ
れ
た
｡
以
来
約
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
､
福
岡
大
学
法
学
部

へ
の
出
講
を
も
交
え
つ
つ
､
行
政
法
総
論

･
各
論
を
講
じ
ら
れ
た
｡

そ
の
間
､
教
授
は
'
行
政
法
､
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
､
行
政
救
済
法
､
土
地
法
､
環
境
法
の
研
究
者
と
し
て
多
方
面
に
活
躍
'
珠
玉
の
業

績
を
挙
げ
ら
れ
た
｡
若
き
日
の

｢抗
告
訴
訟
に
お
け
る
立
証
責
任
｣
や

｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
行
為
の
性
質
｣
な
ど
の
論
文
は
フ
ラ

ン
ス
行
政
法
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
研
究
と
し
て
今
や
古
典
の
地
位
を
占
め
る
｡
ま
た
'
最
近
の

｢行
政
監
察
法
総
説
｣
は
こ
の
分
野
の
メ
ル

ク
マ
ー
ル
と
な
る
業
績
で
あ
る
｡
そ
の
柔
和
な
風
貌
に
似
合
わ
ぬ
教
授
の
鋭
-
厳
し
い
分
析
力
と
洞
察
力
は
'
読
む
者

･
胞
-
者
を
圧
倒

す
る
が
ご
と
-
説
得
し
､
さ
ら
な
る
学
問
の
深
淵

へ
と
知
的
関
心
を
か
き
立
て
ず
に
は
お
か
な
い
｡

教
授
が
日
仏
法
学
会
理
事
'
日
本
土
地
法
学
会
理
事
'
お
よ
び
日
本
比
較
法
学
会
理
事
に
就
任
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
､
し
か

し
'
そ
の
活
動
は
学
問
研
究
の
場
に
と
ど
ま

っ
て
は
い
な
い
｡
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
審
議
会
'
福
岡
県
土
地
利
用
審
査
委
員
会
､
福
岡

県
収
用
委
員
会
の
各
委
員
を
勤
め
ら
れ
'
自
ら
の
学
問
的
蓄
積
を
実
務
の
場
に
遺
憾
な
-
還
元
す
る
こ
と
を
通
じ
'
理
論
と
実
践
の
統

1

の
ひ
と
つ
の
理
想
像
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
｡

評
議
員
を
勤
め
ら
れ
た
後
休
む
間
も
な
-
法
学
部
長
の
激
務
に
痩
躯
を
鞭
打

つ
が
ご
と
-
励
ま
れ
る
教
授
で
あ
る
が
'
還
暦
を
迎
え
ら

れ
た
今
日
､
韓
国
語
を

マ
ス
タ
ー
す
る
な
ど
そ
の
精
神
は
い
よ
い
よ
若
々
し
-
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
あ
る
｡
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
願

っ

て
や
ま
な
い
｡



畑
∵

確
教
授
著
書
お
よ
び
論
文
目
録

著
書

‥

安
保
体
制
と
法

(共
著
)
〟

現
代
法
学
の
魂
題

(共
著
)

社
会
科
岸
の
澄
論
と
方
法

(共
著
)

林
野
入
金
魔
切
本
質
と
蔵
相
.(_共
著
)

日
.本
の
裁
判
∵
(

共
著
)
.

法
律
学
概
命

_(共
著
)-I

現
代
法
社
会
学
講
義

(共
著
)

昭
和
三
七
年

同

三
七
年

＼

周

三
九
年

同

四

】
年

周

四
八
年

周

四
八
年

間

五

丁
年

三

一
書
房

.

早
磯
田
大
学
法
学
会

早
屑
田
i大
学
出
版
会

東
京
大
学
出
版
会

EP
凍
評
論
社

青
林
書
院
新
社
ノ

青
林
書
院
新
杜

..

論
文
_
中
世
的
自
然
法
理
念
の
崩
壊

(共
同
)

山
村
家
族
と
家
長
的
支
配

(共
同
)

社
会
的
紛
争
と
村
落
の
組
織
化

-
イ
ギ
-
ス
土
地
法
史
へ
の
序
説
-

イ
嘉

-
ス
亘
世
に
お
け
考
Q
.-
マ
ン
-
1
の
代
表
機
能

隷
農
土
地
保
有
の
封
建
駒
性
格

‥
.

昭
和
二
万
年

同

二
八
年

間
､
二
九
年

伺

三

〇
年

同

三
五
年

早
稲
田
法
学
二

八
巻
三
号

法
社
会
学
二

号

早
稲
田
法
学
三
〇
巻

-

早
稲
田
法
学
三

1
巻
.i
,

早
稲
田
法
学
三
六
巻
三
-
四
号



櫨
習
的
土
塊
保
有
権
の
発
展
過
程

北
富
士
演
習
場
の
法
律
問
題

基
地
と
入
会
権
〝

昭
和
三
六
年

間

三
六
年

間

三
六
年

農
村
法
律
孝
の
二
つ
の
軍

法
社
会
学
に
お
け
る
野
村
法
学
の
位
置
づ
け

･
試
論

伺

三
八
年

間

三
八
年

基
地
と
憲
法
秩
序

基
地
補
償
聞
題
め
実
態

板
付
事
傭
最
高
裁
判
決
を
め
ぐ

っ
て

法
社
会
学
に
お
け
る
賂
代
化
論
-

基
魔
補
償
の
論
理

基
地
姦
本
法
案
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
地
位
協
定

法
学
教
育
と
学
生
の
参
加

小
繋
と
忍
草

-
二
つ
の
入
会
事
件
-

沖
縄
復
帰
と
地
位
協
定

残
髄
法
学
に
お
け
る
入
会
研
究
の
位
置

同

三
九
年

間

三
九
年

間

四
〇
年

間

四
〇
年

間

四
〇
年

間

四

山
年

間

四
二
年

間

四
三
年

間

四
七
年

間

四
八
年

同

五
二
年

社
会
科
学
討
究

一
五
号

法
律
時
報
三
三
巻
八
号

法
学
空
,,
チ
-

1
九
六

山
年

二

月

･

法
律
時
報
三
五
巻
八
号
`

早
稲
田
法
学

｢野
村
教
授
還
暦
記

念
号
｣

法
律
時
報
三
六
巻

二

号

法
律
時
報
三
六
巻

言
ち

法
律
時
墾

二
七
巻
七
号

比
顧
法
学

山
巻
二
号

社
会
科
孝
討
究
二
〇
巻
三
号

法
律
時
報
三
八
巻
八
号

法
律
時
報
三
九
巻

言
号

ジ

ュ
-
ス
ト
四

1
言
了

ジ

ュ
-
ス
ト
五
三
三
号

自
由
と
正
義
二
四
巻
五
号

戒
能
通
孝
著
作
集
第
五
巻

2



法
と
社
会

｢
入
会
｣
解
題

昭
和
五
六
年

林
適
虞
編

｢法
律
学
の
視
点
｣

(法
律
文
化
社
)

翻
訳ガ
ッ
タ
-
ッ
ジ

｢比
較
法
｣
(共
訳
)

昭
和
三
九
年

早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所

学
会
報
告

中
世
的
自
然
法
理
念
の
崩
壊
過
程

入
会
訴
訟
事
件
の
法
社
会
学
的
考
察

軍
事
基
地
の
法
的
諸
問
題

戒
能
法
学
に
つ
い
て

-
戦
前
と
戦
後
を
つ
な
ぐ
も
の
-

地
域
開
発
と
住
民
運
動

昭
和
二
七
年

同

二
九
年

同

四
八
年

間

五

一
年

同

五
六
年

日
本
法
哲
学
会

(京
都
大
学
)

日
本
法
社
会
学
会
(早
稲
田
大
学
)

民
科
法
律
部
会

(立
命
館
大
学
)

日
本
法
社
会
学
会

(神
戸
大
学
)

土
地
法
学
会

(筑
紫
会
館
)

3

学
会
回
顧

法
社
会
学

(三
七
年
度
)

昭
和
三
七
年

法
律
時
報
三
四
巻

〓

1号



そ

の
他

乾
学
の
潮
流

(共
著
)

地
位
協
定
の
諸
問
題

法
社
会
学
雑
感

晒
和
三
七
年

間

五

一
年

同

五
八
年

早
稲
田
大
学
法
学

会

東
京
弁
護
士
会

九
州
大
学
学
報
恥

一
二
〇
一

∬

4



高
林
秀
雄
教
授
著
書
お
よ
び
論
文
日
録

著
書国
際
条
約

･
資
料
集

(共
編
)

周
魔
法
概
説

(共
著
)

領
海
制
度
の
研
究

海
洋
開
発
に
関
す
る
条
約

･
法
令
及
び
関
連
資
料
集

基
本
粂
約

･
資
料
集

(共
編
)

海
洋
開
発
の
国
際
法

領
海
制
度
の
研
究

〔第
二
版
〕

国
際
法
1

(共
著
)

ア
メ
-
カ
の
深
海
底
開
発
法

領
海
制
度
の
研
究

〔第
三
版
〕
-
海
底
鉱
物
資
源
に
対
す
る
政
第

-

-
海
洋
法
の
歴
史
-

昭
和
三
五
年

同

四
二
年

同

四
三
年

間

四
七
年

同

五

一
年

同

五
二
年

同

五
四
年

同

五
五
年

間

五
六
年

同

六
二
年

有
信
堂

有
斐
閣

有
信
望

フ
ジ

･
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

有
信
堂

有
信
堂

有
信
堂

蒼
林
社

九
州
大
学
出
版
会

有
信
望

5

論
文海
洋
論
争
の
歴
史
的
背
景

昭
和
二
九
年

法
学
論
叢

(京
都
大
学
)
六
〇
巻

四
号



通
商
の
自
由
と
漁
業
の
独
占

安
全
保
障
理
事
会
の
朝
鮮
決
議
の
効
力

領
海
制
度
の
成
立

(
1-
≡
)

公
海
に
関
す
る
条
約

港
湾
に
関
す
る
管
轄
権
の
諸
問
題

三
カ
イ
-
主
義
と
射
程
距
魔
説

十
九
世
紀
に
お
け
る
領
海
幅
員
問
題

(
1
-

二
)

国
際
関
係
に
お
け
る
領
海
三
カ
イ
-
主
義
の
機
能

(
〟
-
二
)

i

日
韓
億
業
協
定
の
問
題
点

海
洋
に
関
す
る
現
代
国
際
法
の
動
向

海
滞
法
の
軍
事
的
胤
南

海
粗
放
会
議
の
成
果

昭
和
三

一
年

同

三
二
年

間

三
三
年
'

三
四
年

同

三
四
年

同

三
六
年

同

三
八
年

間

三
九
年

同

四

〇
年

周

四

〇年

;

四
･
rT:･;･

同

四

一
年

間

､シ
四

一
年

法
学

(近
畿
大
学
)
四
巻
二
号

法
学
六
巻

言
号

法
学
六
巻
四
号
､
七
巻

言
号
､
二

-
四
号

国
際
法
外
交
雑
誌
五
八
巻

1
-
二

号法
学

一
〇
巻

言
号

屈
魔
港
外
交
雑
誌
六
二
巻

1
号

国
際
法
外
交
雑
誌
六
二
巻
六
号
､

六
三
巻
二
号

法
学

一
四
巻

一
-
二
号
'
三
号

法
律
時
報
三
七
巻

1
0
号

思
想
四
九
八
号

ジ

ュ
町
ス
-
三
三
七
号

｢
国
際
連
合
の
研
究

(
田
岡
先
生

6

還
暦
記
念
)
｣

第
三
巻

有
斐
閣

No
r

mat
i
z

atio
n

o
f

R

e
lat
io
n
s
be
t
w
e
en
J
ap

ana
n

d
th
e

R
e

p
ub
ti
c

o

f

K

ore
a

:

A
g
r

ee
ment
on
F
isheries.

1ap
anese
A
n

nua
t

o芸

nt
e

rh

.a
tib
nalLa
w
,

N
d.lo
t
(1,9
6
6
)

ー
ル
ー
マ
ン
宣
言
と
戦
後
の
海
洋
法

同

四
二
年

法
学

〓
ハ
巻
二
号



日
本
を
め
ぐ
る
海
洋
法

昭
和
四
二
年

公
海
と
領
海

-
海
洋
戦
略
と
国
際
法
-

大
陸
棚
制
度
と
慣
習
国
際
法

同

四
三
年

同

四
五
年

中
国
の
参
加
と
国
際
政
治
の
現
実

同

四
六
年

深
海
海
底
を
律
す
る
原
則
宣
言
の
意
義

､深
海
海
底
区
域
の
定
義

同

四
六
年

同

四
八
年

国
際
海
洋
法
会
議
と
深
海
海
底
資
源
開
発
の
ゆ
-
え

資
源
開
発
と
領
海
の
範
囲

方
向
づ
け
出
来
た
新
海
洋
秩
序

同

四
九
年

同

四
九
年

同

四
九
年

二
百
カ
イ
-
資
源
管
轄
権
の
主
張

海
洋
法
の
思
想

新
し
い
海
洋
秩
序

へ
の
模
索

海
鮮
再
編

へ
の
合
意
は
な
る
か

同

四
九
年

同

五

〇
年

間

五
〇
年

同

五

〇
年

法
学
セ
､､､
ナ
-

一
九
六
七
年

一
〇

月
号

国
瞭
問
題
九
七
号

龍
谷
法
学

(龍
谷
大
学
)
二
巻
ニ

ー
四
号

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
四
六
年

一
〇

月
二
六
日
号

龍
谷
法
学
四
巻
二
号

｢変
動
期
の
国
際
法

(
田
畑
先
生

還
暦
記
念
)
｣

有
信
堂

週
刊
東
洋
経
済
三
七
九
五
号

法
律
の
ひ
ろ
ば
二
七
巻
六
号

エ
コ
ノ
ミ
ス
ー
昭
和
四
九
年

一
〇

月

1
五
.日
号

龍
谷
法
学
七
巻

言
ち

自
由
と
正
義
二
六
巻
二
号

国
際
問
題

一
七
八
号

エ
ユ
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
五

〇
年
六
月

7



米
国
漁
業
保
存
管
理
法
の
問
題
点

R
e
c
e
n
t
D
ev
e
to
p
m
e
n
ts
o
f
th
e

L
eg
a
t
R
e
g
im
e
fo
r

th
e
S
ea
⊥
ued

E
x

p

l
o

ita
t
io
n

.

先
進
国
が
主
導
す
る
二
〇
〇
カ
イ
-
時
代

二
四
日
号

昭
和
五

1
年

龍
谷
法
学
九
巻
二
号

同

五
二
年

同

五
二
年

龍
谷
法
学
九
巻
三
-
四
号

エ
･n
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
五
二
年
二
月

八
日
号

L

eg
a
t
S
ta
tu
s
o
f

th
e
K
ii
C
h
a
n
n
e
t…

L
im
its
o
f
t
h
e
S
e
to
In
ta
n
d

S
ea
,
l

la
p
a
n
e
s
eA
n
n
tta
t
o
f
l
n
ter
h
a
tio
n
a
t

L
aw
,

N
o.21
(
1
9
7
7)

i

米
議
会
に
お
け
る
深
海
海
底
開
発
問
題
の
審
議
経
過
(

一

-

二
)

同

五
二
年
'

｢外
国
海
洋
法
制
の
研
究
｣
第

1

五
三
年

号
'
第
二
号
､
日
永
海
洋
協
会

米
国
深
海
開
発
法
案
の
問
題
点

間

五
三
年

｢
日
本
の
海
洋
政
策
｣
第

言
ち

外
務
省

～

R
eg
io
n
a
t
C
o
o
p
e
ra
tion
lin

M
a
r
in
e
R
e
s
o
u
r
c
e
s
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
in
th
e
N
o
rth
P
a
6ific
,.D
o
u
g
tas
M
.
J
o
h
n
sto
n

8

ed
.,

"
R
e
g
ion
ati
za
tion

of
t
h
e
L
a
w

o
f
t
h
e
S
e
a
."

Ba
ttin
g
e
r,
1
9
7
8
.

米
第
九
五
連
邦
議
会
に
お
け
る
深
海
開
発
法
案
の
審
議

同

五
四
年

｢
日
永

の
海
洋
政
策
｣
第
二
号

海
洋
法
条
約
最
終
条
項
の
審
議

国
際
法
学
説
史
に
お
け
る
航
行
の
自
由
の
展
開

同

五
四
年

間

を五
六
年

外
務
省

季
刊
海
洋
時
報

一
五
号

法
政
研
究
四
七
巻
二
十
四
号



米
深
海
底
開
発
法
の
問
題
点

新
秩
序
に
移
行
す
る
深
海
底
開
発

第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
成
果

昭
和
五
六
年

｢
日
本
の
海
洋
政
策
｣
第
毎
号

外
務
省

同

五
七
年

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
五
七
年
八
月

10
日
号

同

五
七
年

オ
ー
シ
ャ
ン
･
エ
｣
ジ

1
田
巻
八

号

新
海
洋
法
条
約
の
基
本
構
造

'

国
連
海
洋
法
条
約
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き

領
海
の
幅
に
関
す
る
国
際
合
意

国
連
海
洋
法
条
約
と
海
洋
法
の
構
造
変
化

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
処
理

(
一
-

≡
)

同

五
八
年

同

五
八
年

同

五
八
年

間

五
八
年

間

六
〇
年

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
科
学
的
調
査

接
続
水
域
の
法
的
性
質

同

六

1
年

間

六

一
年

法
と
政
策
二

〇
号

季
刊
海
洋
時
報
三

〇
号

法
政
研
究
四
九
巻

1
-
三
号

国
際
問
題
二
七
九
号
.

法
政
研
究
五

一
巻
二
号
'
三
-

四

号
､
五
二
巻

1
号

国
際
法
外
交
雑
誌
八
五
巻
三
号

｢海
洋
法
の
歴
史
と
展
望

(小
田

9

T
h
e

F
u
t
u
r
e

o
f

D

istanTW
a
t
e
r

F

ish
in
g
V
P
a
r
k

a
n
d

P

ark
ed
.}

先
生
還
暦
記
念
)
｣
有
斐
閣

=T
h
e

L
a
w

o
f

t
h
e

S
e
a

‥
P
rob-em
s
f
r
o

m

t
h
e

E
a
s
t

A
s
ia
n

P
e
r

s
p
ec
tiv
e
."

L
a
w

o
f

t
h
e

S
e
a

I
n
s
t
i
t
u
t
e
,

1
9
8
7
.



判
例
研
究

･
資
料

北
島
丸
事
件
第

二
審
判
決

昭
和
四
四
年

ジ

ュ
-
ス
ト
臨
時
増
刊
四
三
三
号

｢
昭
和
四
三
年
度
重
要
判
例
解
説
｣

紀
伊
水
道
の
法
的
地
位

同

五

〇
年

龍
谷

法
学
八
巻
言

ち

R
e

cen
t
O
u
ttook
on
A
ca
d
em
ic
C
irc
tes
in
Jap
an
;
Ja
p
an
's
S
o
c
ie
ty
o
f
ln
ter
n
ation
at
L
aw
,
J
a

p

anese

A
n
n
u
a
t
0.i
ln
t
e
r
n
a
tio
n
a
t
A
ffa
irs}
N
o
.
),
1
9

6
)
.

米
国
に
お
け
る
深
海
海
底
開
発
蔭
案
の
替
議

米
国
の
二
〇
〇
カ
イ
-
漁
業
水
域
法
案

(下
院
法
案
と
上
院
法
案
)

一
九
七
六
年
漁
業
保
存
管
理
法

(抄
)

新
線
洋
時
代
に
対
応
す
る
絡
洋
開
発
関
連
法
制
に
関
す
る
研
究

深
海
底
鉱
物
資
源
に
関
す
る
国
内
法
-

深
海
底
硬
鉱
物
資
源
法

(米
国
)

同

五
人∪
年

同

五

i
年

間

五

1
年

間

五
六
年

龍
谷
法
学
八
巻

言
ち

龍
谷
法
学
九
巻

言
Ln

龍
谷
法
学
九
巻
二
号

綜
合
研
究
開
発
機
構
'
海
洋
産
業

10

研
究
会

同

五
七
年

国
際
法
外
交
雑
誌
八

1
巻

言
号

書
評ム
ー
寸
ツ
著

｢大
陸
棚
｣

W
atte
r
S
ch
iffe
r
;
T
h
e
L
ega
t
C
om
m
u
n
ity
of
M
an
k
in
d

I

A

C
ri
ticatA
n
a
tys
ts
o
f
th
e
M
o
d
e
rn
C
o
n
ce
p
t

o
f
W

ortd
O
rg
a
n
iza
tio
n
.
1
9
54
.

横
田
喜
三
郎
著

｢海
の
国
際
法

(上
巻
)
｣

昭
和
二
九
年

法
学
論
叢
五
九
巻
六
号

同

三
二
年

間

-三
五
年

国
際
法
外
交
雑
誌
五
六
巻

言
号

国
際
法
外
交
雑
誌
五
八
巻
六
号



小
田
滋
著

｢海
の
国
際
法

(下
巻
)
｣

寺
沢

1
著

｢国
際
法
と
現
代
｣

小
田
滋
著

｢海
の
資
源
と
国
際
法
I
L

E
.
D
.
B
r
o
w

n
.
T
h
e
L
e
g
a
t
R
e
g
im
e
o
f
H
y
d
r
o
s
p
a
c
e
,
1
9

7

1
.

小
田
滋
著

｢海
洋
法
研
究
｣

S
h
ig
e
ru
O
d

a
.
"
T
h
e
Zn
te
rn
a
tio
n
a
t
L
a
w

o
f
th
e
O
c
e
a
n

De
v
e
to
p
m
e
n
t.
B

a
s
ic
D
o
c
u
m
e
n
ts
."
2
V
o
ts
.,
)
9
7
7
.

小
田
滋
著

｢海
洋
法
二
十
五
年
｣

大
沼
保
昭
編

｢戦
争
と
平
和
の
法
-
フ
-
ゴ
ー
･
グ

ロ
テ
ィ
ウ
ス

に
お
け
る
戦
争
'
平
和
'
正
義
｣

昭
和
三
五
年

同

四
四
年

同

四
六
年

同

四
七
年

同

五
〇
年

法
学

(東
北
大
学
)
二
四
巻
二
号

法
学
セ
ミ
ナ
-

1
九
六
九
年
+
月

号国
際
法
外
交
雑
誌
七
〇
巻
五
号

国
際
法
外
交
雑
誌
七

1
巻
四
号

農
林
図
書
資
料
月
報
二
六
巻
九
号

同

五
四
年

同

五
七
年

同

六
二
年

国
際
法
外
交
雑
誌
七
八
巻
三
号

法
学
セ
ミ
ナ
ー

1
九
八
二
年

1
0

月
号

法
学
セ
,"
ナ
ト

1
九
八
七
年
八
卦

号

ll

解
説

･
そ
の
他

領
海
領
海
の
幅
員

海
洋
開
発
と
国
際
法

カ

ニ
は
競
歩
選
手
か

昭
和
三
七
年

間

四
〇
年

間

四
四
年

同

四
四
年

綜
合
法
学
五
巻
五
号

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト
四
号

｢続
学
説
展
望
-
法
律
学
の
争
点
｣

蟻
塔

一
五
巻
八
号

ジ

ュ
-
ス
ー
四
三
七
号



私
の
法
学
入
門

海
洋
法
会
議
と
日
本

全
国
各
大
学
法
学
部
ゼ
,,,
チ
-
ル
紹
介

｢
龍
谷
大
国
際
法
ゼ
ミ
｣

交
通
機
関
と
騒
音

改
訂
交
渉
等
案
の
意
義

昭
和
四
八
年

法
学
セ
ミ
ナ
ー

一
九
七
三
年
四
月

号

同

四
九
年

フ
ォ
ト

一
九
七
四
年

一
〇
月

山
五

日
号

同

五

〇
年

法
学
セ
ミ
ナ
ー

1
九
七
五
年
四
月

号

同

五

〇
年

間

五

1
年

海
底
鉱
物
資
源
開
発
に
関
す
る
国
際
制
度
の
発
達

(報
告
)

同

五
二
年

海
洋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て

海
洋
法
の
秘
め
た
る
詩
情

同

五
二
年

間

五
三
年

海
洋
法
の
新
し
い
動
向
I

-
海
洋
資
源
の
開
発
と
法

(講
演
)

米
国
漁
業
保
存
管
理
法

同

五
三
年

間

五
三
年

ジ

ュ
-
ス
ト
五
八
七
号

海
洋
産
業
研
究
資
料
九
巻
三
号

海
曹
産
業
研
究
会

｢太
平
洋
の
利
用
と
開
発
｣

環

12

太
平
洋
海
洋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

書
'
日
永
海
洋
協
会

季
刊
海
洋
時
報
四
号

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
昭
和
五
三
年

1
0

月

一
〇
日
号

法
経
論
集

(静
岡
大
学
)

一
五
号

外
国
漁
業
制
度
調
査
研
究
事
業
報

告
書

(昭
和
五
二
年
度
)
大
日
本

水
産
会



海
洋
法
二
〇
〇
海
里
時
代
を
迎
え
て

(講
演
)

昭
和
五
三
年

名
城
法
学

(名
城
大
学
)
二
七
巻

三
-
四
号

国
際
法
協
会

l
九
七
八
年

マ
ニ
ラ
大
会
参
加
報
告

海
洋
法
会
議
と
海
洋
法
条
約
草
案

(討
論
会
)

同

五
四
年

間

五
七
年

国
連
海
洋
法
条
約
と
国
内
法
整
備
.
(討
論
会
)

同

五
九
年

国
連
海
洋
法
条
約
と
国
内
法
整
備

(座
談
会
)

同

六
〇
年

国
際
法
協
会
第
六
二
回

(
l
九
八
六
年
)
ソ
ウ
ル
大
会
報
告

〟
二
〇
〇
海
里
″
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

(報
告
)

同

六
二
年

同

六
二
年

伊
藤
不
二
男
先
生
の
逝
去
を
悼
む

国
際
化
社
会
と
人
間
形
成

(講
演
)

同

六
二
年

同

六
二
年

国
際
法
外
交
雑
誌
七
七
巻
六
号

｢海
洋
法
と
海
洋
政
策
｣
第
五
号

外
務
省

｢海
洋
法
と
海
洋
政
策
｣
第
七
号

･

外
務
省

｢海
鮮
法
と
海
洋
政
策
｣
第
八
号

外
務
省

国
際
法
外
交
雑
誌
八
五
巻
六
号

海
洋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
'
日

本
海
洋
協
会

国
際
法
外
交
雑
誌
八
六
巻
三
号

九
州
大
学
公
開
講
座

7
八

｢
人
と

13

国
際
海
洋
法
成
立
の
経
緯
と
そ
の
意
義

(報
告
)

教
育
｣
九
州
大
学
出
版
会

同

六
二
年

米
盛
事
編

｢南
方
漁
業

の
未
来

像
｣
鹿
児
島
大
学
南
方
海
域
研
究

セ
ン
タ
ー



単
行
本
の

山
部
執
筆

田
畑
茂
二
郎
'
石
本
泰
雄
編

｢法
律
学

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
国
際
法
｣

田
畑
茂
二
郎
∵
太
寿
堂
鼎
編

｢
ケ
ー
ス
ブ
ゥ
ク
国
際
法
｣

石
本
泰
雄
'
佐
藤
由
須
計
編

｢国
際
法

(法
学
演
習
講
座

〓
ハ
)
｣

田
畑
茂
二
郎
編

｢新
し
い
国
際
法
を
め
ざ
し
て
｣

田
畑
茂
二
郎
'
石
本
泰
雄
編
.｢
-ニ

ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
国
際
法
｣

内
田
久
司
'
山
本
等
二
編

｢国
際
法
を
学
ぶ
｣

昭
和
三
八
年

間

四
七
年

同

四
九
年

間

五
〇
年

同

五
〇
年

間

五
二
年

高
文
社

有
信
望

法
学
書
院

有
信
望

有
信
望

有
数

臥

事
典
項
目
の
執
筆

標
準
百
科
事
典

現
代
教
養
百
科
事
典

百
科
事
典

〔
エ
ポ
カ
〕

法
学
辞
典

現
代
法
学
事
典

l(
〟-

四
巻
)
'
別
冊
法
学
セ
-
ナ
-

国
際
法
辞
典

日
本
外
交
史
辞
典

経
済
学
辞
典

〔第
二
版
〕

石
油
用
語
辞
典

〔増
補
改
訂
版
〕

日
本
大
百
科
全
書

昭
和
四
三
年

保
育
社

同 同 簡 閲 同 同 同 同 周̀

六 六 五 五 五 四 四 四 四
一 四 四 〇 八 六 四 四
年 年 年 年 年 年 年 年 年

暁
教
育
図
書
株
式
会
社

旺
文
紅

日
本
評
論
社

日
本
評
論
社

鹿
島
出
版
会

外
務
省
外
交
史
料
館

岩
波
書
店

石
油
公
団

小
学
館



近
藤
昭
三
教
授
著
書
お
よ
び
論
文
目
録

著
書現
代
行
政
法

(共
著
)

行
政
法
第
二
巻

(編
著
)

昭
和
四
三
年

間

五
五
年

有
斐
閣

有
野
間

論
文抗
告
訴
訟
に
お
け
る
立
証
責
任

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
行
為
の
特
質

フ
ラ
ン
ス
国
務
院
と
権
力
濫
用
の
法
理

｢行
政
訴
訟
の
特
質
｣
を
生
か
す
道

違
法
判
断
の
基
準
時

昭
和
三
三
年

同

三
三
年

間

三
六
年

同

三
七
年

同

三
七
年

フ
ラ
ン
ス
国
務
院
と
法
律
の
優
位

第
五
共
和
国
に
お
け
る
非
常
大
権
に
つ
い
て

取
消
訴
訟
の
挙
証
責
任

判
決
の
効
力

同

三
七
年

同

三
八
年

間

三
九
年

同

四
〇
年

法
政
研
究
二
四
巻
三
号

公
法
研
究

1
八
号

法
政
研
究
二
七
拳

丁

四
合
併
号

法
律
時
報
三
四
巻

一
〇
号

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト

｢行
政
判
例
百

選
第

1
版
｣

公
法
研
究
二
四
号

法
政
研
究
二
九
巻

一
1

三
合
併
号

別
冊
ジ

ュ
-
ス
-

｢学
説
展
望
｣

有
斐
閣

｢行
政
法
講
座
｣
第
三
巻

15



行
政
と
補
償

欧
州
共
同
体
司
法
裁
判
所
に
お
け
る
取
消
訴
訟

商
工
的
公
役
務

･
社
会
的
公
役
務

｡
同
業
団
体
の
行
為
と
公
役
務

･
公
土
木

の
概
念
と
そ
の
責
任
法
理

国
立
大
学
の
在
学
関
係
と
司
法
審
査

-

最
近
の
裁
判
判
例
と
開
通
し
て
-

土
地
値
上
り
分
と
収
用
補
償

㍉

公
的
規
制

昭
和
四

一
年

岩
波
講
座

｢
現
代
法
｣
第
四
巻

｢
現
代
の
行
政
｣

同

由

四
年

劫
草
葦
原

｢石
嶋
政

山
郎
先
生
古

稀
記
念
論
文
集
｣

同

四
四
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト

｢
フ
ラ
ン
ス
判

例
百
選
｣

同

四
七
年

同

五
二
年

間

五
三
年

判
例
評
論

7
五
八
号

判
例
評
論
二
二
六
号

有
斐
閣

･
外
国

の
公
害
法
下
'

第
三
牽
フ
ラ
ン
ス

E
tu
d
e

n
a

t
io
n
a
te

su
r

te
s
t
r
a
n
sf
e
r
t
s
f
o
r
c
か
s
d
e

t
a

p
r
o
p
r
iか
t
か
a
u

l
a
p
o
n
.

"
L
e
s
in
st
r
u
m
e
n
t

s
ju
r
id
iq
u
e
s
d
e

ta

p
o
tit
iq
u
e

f
o
n
c
ib
r
e
."

B
r
u
x

e
tte
s
}
1
9
7
8
.

補
償
金
の
支
払
時
期

取
消
判
決
の
効
力

行
政
契
約

同

五
五
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト

｢憲
法
判
例
百

選
r
L

同

五
五
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ー

｢行
政
判
例
百

選
Ⅱ
｣

同

五
五
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ー

｢行
政
法
の
争

点

｣



事
務
配
分
と
条
例

職
務
執
行
命
令

(砂
川
事
件
)

昭
和
五
五
年

同

五
六
年

環
境
法
研
究

二
二
号

別
冊
ジ

ュ
-
ス
-

｢地
方
自
治
判

都
市
計
画
決
定
の
処
分
性

-
東
京
湾
岸
道
路
事
件

1

空
港
公
害
と
差
止
請
求

～
大
阪
国
際
空
港
事
件
1

日
本
法
に
お
け
る
行
政
契
約

河
川
の
設
置
管
理
の
堪
疲

-
大
東
水
害
訴
訟
上
告
審
判
決
-

ス
ポ
ー
ツ
と
公
役
務

行
政
監
察
法
総
説

公
用
制
限
と
損
失
補
償

･
直
接
憲
法
に
基
づ
-
補
償
請
求

文
化
財
を
め
ぐ
る
判
例

二
二
井
寺
事
件

例
百
選
｣

同

五
六
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト

｢
昭
和
五
五
年

度
重
要
判
例
解
説
｣

同

五
七
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト

｢
昭
和
五
六
年

度
重
要
判
例
解
説
｣

同

五
七
年

有
斐
閣

｢
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
契

約
観
｣

同

五
九
年

判
例
評
論
三
〇
九
号

同

五
八
年

有
斐
閣

｢野
田
良
之
先
生
舌
稀
記

念
論
文
集
｣

同

五
九
年

有
斐
閣

｢現
代
行
政
法
体
系
｣
第

三
巻

同

六
二
年

別
冊
ジ

ュ
-
ス
ト

｢憲
法
判
例
官

選
｣

同

六
二
年

環
境
法
研
究

1
八
号

17
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